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謹・賀・新・年
2018年（平成30年）元旦

　
昨
年
₁₁
月
に
徳
山
支
部
の
引
受
け
の
も
と
開
催
さ

れ
た
建
設
山
口
第
₂₉
回
教
宣
学
習
会
。
取
材
先
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
周
南
市
徳
山
動
物

園
で
し
た
。
こ
の
改
装
工
事
に
携
わ
っ
た
の
が
、
徳

山
支
部
の
㈲
イ
ト
ー
代
表
取
締
役
の
伊
藤
幸
太
郎
さ

ん
︵
鉄
工
・
₄₇
︶。
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
新
展
示
ケ
ー

ジ
な
ど
を
家
族
₅
人
の
力
で
手
掛
け
ま
し
た
。

　

周
南
市
徳
山
動
物
園
は

平
成
25
年
か
ら
北
園
の
工

事
に
着
手
し
、
平
成
39
年

に
全
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完

了
予
定
で
す
。
昨
年
10
月

か
ら
一
部
改
装
工
事
が
完

了
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

「
鉄
工
の
職
人
」

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
で
自
然
学
習

館「
ね
い
ち
ゃ
る
」の
レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
の
展
示
ケ
ー

ジ
や
ゾ
ウ
の
テ
ン
ト
の
支

柱
と
ネ
ッ
ト
等
に
伊
藤
さ

ん
が
携
わ
り
ま
し
た
。

　

徳
山
動
物
園
の
ケ
ー
ジ

の
修
繕
や
改
修
工
事
は
以

前
か
ら
手
掛
け
て
い
ま
す

が
、
動
物
の
ケ
ー
ジ
に
は

強
度
の
規
定
が
あ
り
ま
せ

ん
。
強
度
を
上
げ
る
た
め

に
網
目
を
太
く
す
る
と
動

　

昭
和
55
年

に
イ
ト
ウ
工

業
を
父
・
幸

夫
さ
ん
が
創

業
し
、
平
成

２
年
に
㈲
イ

ト
ー
へ
。
幸

太
郎
さ
ん
は

平
成
28
年
12

月
か
ら
代
表
。

両
親
と
３
兄

物
の
見
え
易
さ
が
下
が
る

の
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
難
し

い
工
事
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
主
工
事
の
レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
の
新
展
示

ケ
ー
ジ
の
作
製
は
全
体
で

５
ヶ
月
。
平
成
27
年
頃
か

ら
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、

平
成
28
年
12
月
か
ら
ケ
ー

ジ
の
部
品
を
自
社
工
場
で

作
製
し
、
翌
年
４
月
に
現

場
に
搬
入
（
組
立
）
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
き
な
現
場
は
他
業
種

の
業
者
が
た
く
さ
ん
関

わ
っ
て
い
る
の
で
工
程
を

合
わ
せ
る
難
し
さ
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ー
ン

操
作
な
ど
は
操
縦
者
が
目

視
で
き
な
い
位
置
も
あ
る

の
で
無
線
連
絡
で
操
縦
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
父
親

の
仕
事
を
見
て
育
ち
、
将

来
は
こ
の
仕
事
を
す
る
の

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
伊

藤
さ
ん
。
地
元
の
工
業
高

　

徳
山
動
物
園
は
１
９
６

０
年
徳
山
藩
主
・
毛
利
公

校
を
卒
業
後
、
近
畿
大
学

工
学
部
に
進
学
し
、
将
来

の
家
業
を
継
ぐ
こ
と
を
念

頭
に
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

４
、５
年
勤
め
て
か
ら
家

業
へ
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
職
人
が
独
立
。
就
職

か
ら
２
年
弱
の
24
歳
の
と

き
に
急
遽
、
実
家
に
戻
り
、

父
の
経
営
す
る
㈲
イ
ト
ー

に
入
り
ま
し
た
。
同
時
に

建
設
山
口
徳
山
支
部
に
加

入
。
青
年
部
副
部
長
、
青

年
部
長
を
経
験
し
、
現
在

は
基
本
組
合
の
会
計
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
と
組
合
の
両
立
は

大
変
で
す
が
、
普
段
の
職

場
で
他
業
種
の
職
人
と
会

う
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
の
で
、
役
員
に
な
っ
て

他
業
種
の
職
人
さ
ん
と
の

輪
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
12
月
に
㈲
イ

ト
ー
の
代
表
取
締
役
に
就

任
。
今
後
、
人
を
雇
っ
て

い
く
こ
と
も
考
え
て
い
ま

す
が
、
一
人
前
の
職
人
に

な
る
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
伊
藤
さ
ん
は
「
仕

事
も
組
合
も
ま
だ
ま
だ
勉

強
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。◆

◆
◆　

◆
◆
◆

　

今
回
、
伊
藤
さ
ん
家
族

５
人
で
作
り
上
げ
た
新
展

示
ケ
ー
ジ
で
は
、
レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
が
元
気
よ
く

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。「
こ

れ
か
ら
も
動
物
園
の
仕
事

に
は
関
わ
り
た
い
ね
」
と

伊
藤
さ
ん
。

　

今
年
も「
鉄
工
の
職
人
」

と
し
て
腕
を
磨
き
、
後
継

者
育
成
も
真
剣
に
考
え
な

が
ら
、
家
族
と
協
力
し
て

地
域
に
密
着
し
た「
鉄
工
」

の
道
を
進
み
ま
す
。

　 妹
の
５
人
で
運
営
。
右
か

ら
父
の
幸
夫
さ
ん
（
75
）

弟
の
裕
三
さ
ん
（
36
）、

母
の
憲
子
さ
ん
（
70
）、

妹
の
由
香
子
さ
ん
（
44
）。

の
屋
敷
な
ど
を
整
備
し
た

徳
山
公
園
内
に
旧
徳
山
市

の
市
施
行
25
周
年
を
記
念

し
て
オ
ー
プ
ン
。
入
場
者

数
は
年
間
20
万
～
30
万
人

台
で
推
移
。
昨
年
１
月
に

は
累
計
で
１
５
０
０
万
人

を
突
破
し
て
い
ま
す
。

伊藤さん

徳
山
動
物
園
の
今

バ
ラ
ン
ス
考
え
て

見
え
易
さ

強　
　

度

レッサーパ
ンダ

新展示ケ
ージ

徳山・伊藤幸太郎さん（47）

徳山動物園に
みにきてね

　

▼
昨
年
か

ら
始
め
た
マ

ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
。

　

自
損
事
故
で
し
ば
ら

く
、
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め

る
ま
で
乗
っ
て
い
な

か
っ
た
バ
イ
ク
（
自
動

二
輪
）
の
復
帰
。
秋
は

ど
ち
ら
も
気
持
ち
よ
く

走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

▼
だ
ん
だ
ん
寒
く
な

る
と
乗
り
た
く
て
も
乗

れ
な
い
・
・
。
今
ま
で

は
、
暑
い
と
き
は
通
気

性
の
良
い
薄
手
の
物
、

冬
は
厚
手
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
な
ど
で
寒
さ
を
防

御
。
季
節
に
よ
っ
て
、

服
装
を
揃
え
て
い
ま
し

た
。

　

▼
最
近
、
そ
の
考
え

方
が
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
レ
イ
ヤ
リ
ン
グ
と

い
う
考
え
方
。
簡
単
に

言
え
ば
重
ね
着
で
、
基

本
を
冬
と
し
、
①
上
か

ら
風
や
雨
を
通
さ
な
い

も
の
②
そ
の
下
に
保
温

す
る
も
の
③
さ
ら
に
下

に
は
通
気
性
の
良
い
も

の
。
こ
れ
で
寒
さ
を
寄

せ
付
け
な
い
装
備
に
な

り
、
温
か
く
な
る
に
つ

れ
、
上
か
ら
外
せ
ば
、

暑
い
と
き
は
通
気
性
の

良
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

▼
こ
の
方
法
で
試
し

に
12
月
に
バ
イ
ク
で
大

分
ま
で
。
全
く
寒
く
な

く
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
一
番
下
に
通
気
性

の
良
い
も
の
を
着
る
と
、

蒸
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
快
適
な
ツ
ー
リ

ン
グ
を
お
約
束
し
ま
す
。

５ヶ月の工期で完成した新展示ケージ。レッサーパンダが元気よく走り回る。

家族で
力合わせて
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き
が
い
っ
そ
う
強
化
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
組

合
活
動
の
内
容
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

東
北
地
方
、
熊
本
地

方
で
の
木
造
仮
設
住
宅

の
評
価
が
大
変
高
く
、

災
害
時
に
は
出
来
る
限

り
木
造
住
宅
の
建
設
を
、

と
い
う
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

熊
本
で
は
こ
の
木
造
仮

設
住
宅
は
解
体
し
な
い

で
、
長
年
使
用
す
る
と

の
話
も
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　

公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
が
こ
こ
数
年
で

40
％
近
く
ア
ッ
プ
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
場
で
汗
す
る
職
人
さ

ん
ま
で
行
き
渡
っ
て
い

な
い
こ
と
を
国
・
県
・

市
が
周
知
し
、
こ
の
現

状
を
理
解
し
、
そ
の
対

応
へ
の
取
り
組
み
が
少

し
ず
つ
で
す
が
見
え
て

き
て
お
り
ま
す
。
賃
金

ア
ッ
プ
は
こ
れ
か
ら
も

組
合
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
大
切
な
運
動
の
柱

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
未

加
入
の
問
題
で
は
、
各

支
部
の
窓
口
に
お
い
て

組
合
員
さ
ん
か
ら
の
相

　

組
合
員
の
皆
様
、
並

び
に
御
家
族
の
皆
様
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
１
月
17
日
に
山

口
県
と
災
害
協
定
の
締

結
を
致
し
ま
し
た
。
災

害
時
に
お
け
る
木
造
仮

設
住
宅
の
設
置
及
び
住

宅
応
急
修
理
に
17
支
部

３
６
４
事
業
所
の
組
合

員
さ
ん
に
登
録
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
18
日
に
は
、

中
国
地
方
版
の
応
急
仮

設
木
造
住
宅
の
仕
様
に

基
づ
い
た
施
工
実
習

（
講
習
会
）
が
全
国
ト
ッ

プ
を
き
っ
て
山
口
県

（
山
口
き
ら
ら
博
記
念

公
園
）
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
行
政
と
の
結
び
つ

談
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
国
土
交

通
省
が
認
め
た
内
容
の

資
料
を
理
解
し
、
提
示

し
て
適
切
な
対
応
を
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
組
合
に
加
入
し

て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
運
動
、
活
動

に
今
後
も
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
年
に
５
回

の
執
行
委
員
会
、
各
専

門
部
の
部
会
ま
た
各
支

部
活
動
者
会
議
等
で
協

議
・
審
議
す
る
機
会
が

多
く
あ
り
ま
す
。
組
合

に
対
す
る
御
意
見
要
望

等
を
各
支
部
の
役
員
さ

ん
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
直
面
し
て
い
る
問

題
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ

し
っ
か
り
協
議
し
、
組

合
運
営
に
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

建
設
山
口
本
部
が
発

行
し
て
い
る
機
関
紙

「
や
ま
ぐ
ち
」
に
は
組

合
の
取
組
、
各
支
部
の

活
動
等
、
身
近
な
記
事

が
多
く
あ
り
ま
す
。
是

非
一
読
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
に
と
っ
て
、
こ

の
一
年
が
よ
り
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
祈

念
い
た
し
ま
し
て
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平成30年申告相談会

支 部 名 日　程 時　間 場　所

宇 　 部 ２ 月 ₃ ，４ ，10，11日 ₉ ：00～17：00 支部事務所

岩 　 国 ２ 月 ₆ 日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

阿 　 東 ２ 月 ₇ 日㈬ 10：00～16：00 支部事務所

萩 ２ 月 ₈ 日㈭ 10：00～16：00 支部事務所

徳 　 山 ２ 月 ₉ 日㈮ 10：00～16：00 支部事務所

美 　 祢 ２ 月13日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

長 　 門 ２ 月14日㈬ 10：00～16：00 支部事務所

光 ２ 月15日㈭ 10：00～16：00 支部事務所

下 　 松 ２ 月16日㈮ 10：00～16：00 中国労金下松支店会議室

下 　 関 ２ 月18日㈰ 10：00～15：30 下関市リサイクルプラザ

山 　 口 ２ 月19日㈪ 10：00～16：00 支部事務所

小 野 田 ２ 月20日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

熊 毛 南 ２ 月21日㈬ 10：00～16：00 支部事務所

下 　 関 ２ 月25日㈰ 10：00～15：30 下関市リサイクルプラザ

柳 　 井 ２ 月26日㈪ 10：00～16：00 支部事務所

防 　 府 ２ 月27日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

吉 　 南 ２ 月26日㈪～ ₃ 月 ２ 日㈮ 13：00～16：00 支部事務所

豊 　 浦 ₃ 月 ₁ 日㈭ 18：00～20：00 支部事務所

確定申告学習会（平成30年）
日　程 時　間 対象支部 場　所

₁ 月23日㈫ 13：00～16：00 全支部 中国労金下松支店会議室

₁ 月26日㈮ 13：00～16：00 全支部 建設山口本部会館

₁ 月28日㈰ 13：00～16：00 全支部 下関市リサイクルプラザ

 ※ 確定申告学習会に参加希望の方は、お入りの支部へ、開催日の７日前までに御連絡ください。

執行委員長

吉村　修

今
年
も
各
地
域
で
・
申
し
込
み
は
所
属
支
部
ま
で

消
費
者
か
ら
の

信
頼
を
高
め
よ
う

末広部長

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

組合運動・活動を
進めよう

　【
税
対
部
長
　
末
広
武

夫
】
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
の
確
定
申
告

が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
確
定
申
告
書
の

主
な
変
更
点
は
○
医
療
費

控
除
添
付
書
類
の
変
更
○

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
の
創
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
毎
年
の
こ
と

で
す
が
節
税
の
た
め
に
も
、

確
定
申
告
書
に
添
付
す
る

証
明
書
類
を
取
り
揃
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

建
設
山
口
で
は
、
確
定

申
告
学
習
会
・
個
別
申
告

学
習
会
を
上
表
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、
所
属
の

支
部
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

学
習
会
に
は
筆
記
用
具

と
電
卓
を
、
相
談
会
に
は

申
告
書
（
前
年
分
も
）・
収

支
内
訳
書
（
前
年
分
も
）・

帳
簿
・
添
付
す
る
証
明
書
・

筆
記
用
具
・
電
卓
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
記
帳
に
対
応
す

る
た
め
、
例
年
各
支
部
を

通
じ
て
全
建
総
連
作
製
の

「
所
得
計
算
書
」
と
昨
年

か
ら
「
所
得
計
算
書
エ
ク

セ
ル
Ｃ
Ｄ
版
」
の
２
種
類

を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
方

は
従
来
の
所
得
計
算
書
で
、

パ
ソ
コ
ン
を
お
使
い
の
方

は
エ
ク
セ
ル
Ｃ
Ｄ
版
を
活

用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
こ
の
エ
ク
セ

ル
Ｃ
Ｄ
版
の
書
式
は
こ
れ

ま
で
の
所
得
計
算
書
と
ほ

ぼ
同
様
で
す
の
で
、
従
前

の
手
書
き
感
覚
で
無
理
な

く
入
力
で
き
る
も
の
で
す
。

減
価
償
却
も
基
本
的
な
項

目
を
入
力
す
る
だ
け
で
自

動
計
算
し
ま
す
。
エ
ク
セ

ル
Ｃ
Ｄ
版
の
内
容
と
し
ま

し
て
は
「
平
成
29
年
分
」

と
「
平
成
30
年
分
（
日
々

記
帳
対
応
）」
の
２
つ
の

ソ
フ
ト
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
一
定
の

要
件
を
満
た
す
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団
体
を

国
が
登
録
・
公
表
す
る
制

度
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
団
体
登
録
制
度
」
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
は
、
こ
の
登

録
制
度
に
大
手
事
業
者
が

対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、

組
合
員
を
会
員
と
す
る
全

建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会

（
全
リ
協
）
を
平
成
27
年

４
月
１
日
に
設
立
。

　

そ
の
後
、
全
リ
協
は
平

成
28
年
７
月
27
日
、
国
土

交
通
省
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
団
体
登
録
制
度

に
お
け
る
団
体
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
国
が
公
認
す
る
団

体
会
員
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
大
手
事
業
者
や
異

業
種
か
ら
の
参
入
も
相
次

い
で
お
り
、
私
た
ち
地
域

の
建
設
事
業
者
も
こ
の
制

度
を
活
用
し
、
消
費
者
か

ら
の
信
頼
を
高
め
る
取
組

に
限
ら
ず
、
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
を
行
っ
て
い
る
組
合

員
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

︻
日
時
︼

Ｈ
30
年
３
月
４
日

９
時
30
分
～
12
時

︻
場
所
︼

建
設
山
口
本
部
会
館（
山
口

市
維
新
公
園
２
︲
１
︲
10
）

︻
申
込
書
︼

新
年
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
に
同
封

︻
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
︼

お
入
り
の
支
部
、
ま
た
は

建
設
山
口
本
部

　

中
建
国
保
・
労
災
・
共
済
そ
し
て
講
習
会
等

の
情
報
は
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ

ま
す
の
で
、
御
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

全リ協
入会募集説明会
及び義務講習会A

建設山口 　　　　　検 索

クリック

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
で
も
こ
の
取

組
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、

23
事
業
者
が
全
リ
協
の
正

会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
は
こ
れ

か
ら
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
建
設
山
口
と

し
て
会
員
登
録
に
向
け
た

入
会
募
集
説
明
会
及
び
義

務
講
習
Ａ
を
３
月
４
日

（
日
）
に
開
催
い
た
し
ま

す
。
大
工
・
工
務
店
の
方
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３％下がった・89％不変
5年連続引き上げも

公共工事単価

◆１ヶ月に何日働きましたか

▼年収はいくら

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
枚

数
は
、
９
７
０
４
枚
。
回

収
率
は
昨
年
と
比
べ
０
・

４
％
増
の
83
・
２
％
と
な

り
、
過
去
最
高
の
回
収
率

と
な
り
ま
し
た
。
御
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

支
部
別
賃
金
（
全
職
種

平
均
）
は
、
労
働
日
数
、

年
収
等
の
関
係
に
つ
い
て

は
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

賃
上
げ
の
有
無
で
は
、

常
用
・
手
間
請
の
人
に
つ

い
て
は
上
が
っ
た
と
答
え

た
人
が
６
３
９
人
の
19
％

（
昨
年
17
％
）。
下
が
っ
た

が
57
人
の
２
％
（
同
２
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人

親
方
に
つ
い
て
は
、上
が
っ

た
と
答
え
た
人
が
４
％（
同

４
％
）、
変
わ
ら
な
い
が

89
％
（
同
88
％
）、
下
が
っ

た
と
答
え
た
人
が
７
％（
同

７
％
）。
事
業
主
に
つ
い
て

は
、
上
げ
た
と
答
え
た
人

が
27
％
（
同
27
％
）
で
下

げ
た
１
％
（
同
１
％
）、

72
％
が
（
同
71
％
）
が
す

え
お
い
た
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　

年
収
（
ボ
ー
ナ
ス
・
手

当
て
等
を
含
め
た
総
額
）

の
全
職
種
平
均
額
は
、
一

人
親
方
が
４
２
１
万
円（
昨

年
４
１
２
万
円
）、
常
用
・

手
間
請
で
働
く
人
が
３
５

９
万
円
（
昨
年
３
５
４
万

円
）
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
一
人
親
方
（
大

工
職
）
の
年
収
の
平
均
は

４
１
７
万
円
（
町
場
・
工

務
店
な
ど
の
現
場
で
働
く

人
）、
４
４
３
万
円
（
地
元

の
住
販
な
ど
の
建
売
）、
４

５
３
万
円
（
大
手
プ
レ
ハ

ブ
・
住
宅
会
社
）、
４
７
０

万
円
（
ゼ
ネ
コ
ン
の
野
丁

場
の
現
場
）
で
し
た
。

　

土
日
休
日
は
、
常
用
・

手
間
請
の
人
を
み
る
と
月

１
回
以
上
土
曜
日
が
休
み

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
全

体
の
半
数
の
51
％
。
ま
た
、

　

国
土
交
通
省
は
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価（
見

積
り
を
作
る
際
の
職
種

別
賃
金
）
を
５
年
連
続

引
き
上
げ
ま
し
た
（
山

口
県
は
約
32
％
上
昇
）。

　

し
か
し
、
現
実
に
は

「
現
場
で
働
く
技
能
労

働
者
に
引
き
上
が
っ
た

賃
金
は
渡
っ
て
い
な

い
」
と
さ
れ
、
建
設
山

口
の
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
公
共
工
事
関
係
）

で
も
、「
変
わ
ら
ず
」

が
89
％
、「
下
が
っ
た
」

と
答
え
た
方
も
３
％
と

な
り
、
現
場
に
渡
っ
て

い
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

に
つ
い
て
は
、
事
業
主
１

２
１
人
、
一
人
親
方
４
７

３
人
、
常
用
・
手
間
請
で

働
く
人
４
９
３
人
が
知
ら

な
い
と
答
え
て
お
り
、
引

き
続
き
周
知
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
建
設
山
口
﹁
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
の
集
計
結
果
に
よ

る
と
、
平
成
₂₉
年
の
賃
金
実
態
︵
全
職
種
平
均
︶
は
事

業
主
の
支
払
い
賃
金
が
₅₅
円
増
の
₁
万
₃
₆
₈
₈
円
、

一
人
親
方
の
受
取
賃
金
が
₅₀
円
増
の
₁
万
₅
₆
₉
₃
円
、

常
用
・
手
間
請
で
働
く
人
の
受
取
賃
金
は
、
₂₆
円
増
の

₁
万
₂
₄
₇
₄
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
人
親
方
と
常
用
・

手
間
請
の
人
の
受
取
賃
金
の
平
均
日
額
は
︵
全
職
種
︶

は
₁
万
₄
₄
₈
₂
円
。
昨
年
と
比
較
す
る
と
₄₀
円
増
と

な
り
ま
し
た
。

Ｈ
29
・
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

 
一
人
親
方

常
用
手
間
請 

４
２
１
万
円

３
５
９
万
円

阿　東

阿　武

岩　国

宇　部

小野田

吉　南

下　松

熊毛南

下　関

徳　山

豊　浦

長　門

萩

光

防　府

美　祢

山　口

柳　井

H29

13,133

14,500

13,202

13,679

13,432

13,564

13,831

13,974

14,301

14,215

14,856

13,900

12,811

13,800

13,422

14,856

13,643

14,110

事業主の支払い賃金 一人親方の受取賃金 職人の受取賃金

全支部の
平均額 13,688

H27

12,478

13,250

13,742

13,508

13,811

12,975

13,320

12,208

13,762

13,885

14,927

13,452

13,283

14,545

13,401

13,474

13,341

13,385

13,517

H28

13,500

14,000

13,661

13,596

13,877

13,638

12,964

13,750

13,956

13,656

14,354

13,606

12,638

13,954

13,607

13,147

13,761

14,250

13,662

H29

16,444

14,080

16,177

15,544

15,293

15,548

15,940

15,800

15,732

16,541

15,067

14,558

15,271

16,462

15,835

14,966

15,705

15,392

15,693

H27

15,700

13,136

15,864

15,104

14,972

15,019

15,660

15,654

15,360

16,419

14,794

14,605

15,291

15,667

15,587

15,082

15,367

14,999

15,408

H28

14,955

14,500

15,907

15,277

15,257

15,430

15,742

13,873

15,782

16,492

15,497

14,824

15,189

16,449

15,730

14,630

16,039

15,278

15,381

H29

12,758

13,000

12,311

12,253

12,256

12,016

12,018

12,850

12,405

12,632

13,400

13,175

12,405

12,111

12,150

12,308

12,281

12,918

12,474

H27

12,730

12,757

12,560

12,716

12,388

12,458

11,180

13,286

12,595

12,556

12,940

11,556

12,143

10,667

12,144

11,634

12,493

12,826

12,395

H28

12,830

12,800

12,486

12,371

12,074

12,221

11,960

11,000

12,622

12,599

13,126

11,986

12,391

12,825

11,997

12,030

12,102

12,468

12,327

 建設山口・支部別賃金（全職種平均）

 単位／人

 単位／人

法
定
福
利
費
確
保
へ

各
地
域
で
請
求
行
動
を

　

国
は
社
会
保
険
未
加
入

対
策
を
打
ち
出
し
、
平
成

29
年
度
か
ら
は
、
事
業
所

単
位
か
ら
労
働
者
単
位
で

の
確
認
が
強
化
さ
れ
る
な

ど
、
引
き
続
き
対
策
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
で
も
社
会
保
険

未
加
入
対
策
を
進
め
る
上

で
入
札
・
契
約
制
度
を
改

正
。
ま
た
、
今
後
は
各
地

域
（
市
町
）
の
公
共
工
事

も
対
策
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、「
現
場
で
社

会
保
険
未
加
入
業
者
と
契

約
し
な
い
」「
未
加
入
の

労
働
者
を
現
場
に
入
れ
な

い
」
な
ど
、
各
地
域
で
こ

れ
ま
で
以
上
に
確
認
が
厳

し
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
事
業
所
の
形

態
に
よ
り
「
適
正
な
社
会

保
険
」
は
異
な
る
も
の
の
、

元
請
（
上
位
）
事
業
所
の

誤
っ
た
指
導
で
加
入
義
務

の
な
い
社
会
保
険
を
強
要

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
組
合

員
さ
ん
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
と
き
に
、
対
応
で
き
る

よ
う
、
本
部
・
支
部
の
相

談
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
加
入

を
進
め
る
観
点
か
ら
も
国

は
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
を
５
年
連
続
引
き
上
げ

て
お
り
、
山
口
県
の
単
価

を
み
る
と
約
32
％
も
引
き

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
引
き
上
が
っ

た
賃
金
は
全
国
的
に
現
場

ま
で
行
き
渡
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
、
社
会
保
険

加
入
に
伴
う
法
定
福
利
費

（
事
業
主
負
担
分
）
を
標

準
見
積
書
で
請
求
し
、
獲

得
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域

で
標
準
見
積
書
を
活
用
し
、

各
地
域
で
、
賃
金
引
上
げ

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

組合としても対応強化を図る（昨年9/14学習会）

賃金引上げ目指す賃金引上げ目指す賃金引上げ目指す
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大
き
な
変
化
が

　【
光
・
小
川
和
広
（
大

工
・
₃₈
）】
私
に
は
小

さ
な
娘
が
い
ま
す
。
将

来
は
ど
ん
な
道
に
進
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
。

幼
稚
園
、
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
番
組
を
見
て
い

る
と
、「
将
来
は
○
○

に
な
り
た
い
！
」
と
元

気
な
声
を
聞
き
ま
す
。

　

大
工
さ
ん
、
工
事
屋

さ
ん
に
な
り
た
い
と
、

明
る
く
元
気
な
声
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

▲協力しながらの作業も良い経験になる

生
徒
の
声

　
現
在
、
建
設
業
就
業
者

数
の
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
若
年
者

の
就
業
者
は
他
産
業
と
比

べ
て
も
少
な
く
、
将
来
の

担
い
手
不
足
は
明
ら
か
で

す
。
組
合
と
し
て
も
認
定

職
業
訓
練
校
や
技
能
競
技

大
会
の
運
営
な
ど
で
努
力

を
続
け
て
い
ま
す
。﹁
後

継
者
育
成
﹂
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
本
部
・
支
部
の

担
当
役
員
の
方
に
思
い
を

述
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　【
技
対
部
長
・
荒
木
泰

司
】
近
年
の
大
工
仕
事
に

つ
い
て
の
思
い
か
ら
綴
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
、
大
工
仕
事
の
原

点
で
あ
る
墨
付
け
。
プ
レ

カ
ッ
ト
の
発
展
に
伴
い
墨

付
け
と
い
う
技
能
が
必
要

と
さ
れ
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
た
。
小
屋
束
の
長
さ

さ
え
取
り
方
も
解
ら
な
い
。

規
矩
術
な
ん
て
必
要
な
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
機
械

が
刻
ん
だ
加
工
物
を
組
み

立
て
る
だ
け
、
造
作
に
つ

い
て
も
鑿
や
鋸
は
多
少
使

用
す
る
が
削
り
台
を
設
置

し
て
い
る
現
場
な
ん
て
見

た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
が

現
代
の
大
工
さ
ん
で
す
。

悲
し
い
話
で
す
が
全
国
的

に
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
と
言
え
ば
、

そ
れ
で
話
は
お
し
ま
い
で

す
。
組
立
工
と
い
う
職
種

が
誕
生
す
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
事
で
あ
り
ま

す
が
過
去
に
弟
子
が
い
ま

し
た
。
２
年
を
過
ぎ
た
頃

に
規
矩
術
を
教
え
始
め
た

と
た
ん
に
無
断
欠
勤
か
ら

の
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
弟
子
を
と
る
こ
と

自
体
、
躊
躇
し
て
い
ま
す
。

　

後
継
者
育
成
の
問
題
っ

技術対策部長

荒木　泰司

　【
豊
浦
・
増
田
淳
二
（
大

工
・
4₇
）】
職
業
能
力
開
発

協
会
か
ら
の
依
頼
で
、
高

校
生
（
建
築
科
）
に
建
築

大
工
の
技
能
検
定
の
事
前

講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
合
併
の
た
め
廃

校
と
な
る
下
関
中
央
工
業

高
等
学
校
の
建
築
棟
に
て

の
実
施
。
昨
年
３
級
を
取

得
し
た
３
年
生
１
名
と
下

関
工
科
高
等
学
校
の
２
年

生
２
名
で
の
講
習
で
し
た
。

　

３
日
間
、
計
９
時
間
で

し
た
が
、
生
徒
た
ち
の
学

ぼ
う
と
す
る
意
識
に
、
つ

い
つ
い
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
担
当
の
先
生

と
話
を
し
、
学
ぶ
べ
き
点

が
あ
り
ま
し
た
。
後
継
者

育
成
と
い
う
観
点
か
ら
、

私
も
微
力
な
が
ら
こ
れ
か

ら
も
お
手
伝
い
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

て
古
代
か
ら
続
く
永
久
の

課
題
で
す
。
本
人
の
向
上

心
に
委
ね
る
し
か
な
い
と

思
い
ま
す
。
千
数
百
年
い

や
そ
れ
以
上
続
い
た
大
工

仕
事
の
技
術
が
百
年
も
満

た
な
い
電
動
工
具
の
登
場

で
か
な
り
変
化
し
ま
し
た
。

利
便
性
や
工
期
短
縮
を
求

め
た
結
果
で
あ
り
、
仕
方

の
な
い
現
実
で
す
。

　

昭
和
の
初
期
ま
で
は
、

「
木
挽
き
」
と
呼
ば
れ
る

職
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の

昔
、「
大
工
」
と
呼
ば
れ

る
職
人
が
い
ま
し
た
。
と

い
う
時
代
が
く
る
の
か
？

　

新
年
号
に
相
応
し
く
な

い
記
事
で
ご
め
ん
な
さ
い
。

増田さん

小川さん

将
来
に
期
待

後
継
者
育
成
の
思
い

申
込
み・３
月
中
旬
ま
で
に

小
さ
な
子
供
た
ち
の

今後も微力ながら訓練生募集
講習・高校生へH30年度

　
組
合
が
運
営
す
る
山
口
建
設
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

平
成
₃₀
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
中
で
す
。
授
業
の
中
で

は
年
₁
回
県
外
へ
の
技
術
研
修
会
の
ほ
か
、
授
業
も
現

場
実
習
な
ど
を
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

山
口
建
設
高
等
職
業
訓

練
校
は
、
厚
生
労
働
省
の

定
め
た
一
定
の
基
準
に

沿
っ
て
、
合
理
的
か
つ
効

果
的
に
訓
練
を
行
っ
て
お

り
、
昭
和
50
年
４
月
１
日

に
山
口
県
知
事
よ
り
認
定

を
受
け
、
開
校
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
後
継
者
不
足
は

深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
後
継
者
対
策
」
は

組
合
の
重
要
課
題
の
一
つ

で
す
。
組
合
の
「
技
術
対

策
部
」
と
「
青
年
部
」
が

協
力
し
、
技
能
競
技
大
会

を
開
催
す
る
な
ど
、「
技

能
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
こ
の

訓
練
校
は
、
組
合
の
「
後

継
者
対
策
」
の
大
き
な
柱

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
期
間
は
２
年
間
で

す
が
、
重
要
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
決
ま
っ
て
い
る
中

で
、
指
導
員
も
訓
練
生
の

た
め
に
工
夫
を
し
て
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

昨
年
11
月
22
日
の
授
業

で
は
職
場
実
習
と
し
て
、

山
口
市
吉
敷
佐
畑
の
玄
済

寺
の
水
屋
の
屋
根
工
事
を

請
負
っ
た
指
導
員
の
方
が

施
主
さ
ん
に
お
願
い
を
し

て
、
訓
練
生
と
一
緒
に
工

事
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
の
悪
い
な

か
、
指
導
員
３
名
、
訓
練

生
６
名
が
塗
装
・
解
体
班

と
棟
加
工
班
に
別
れ
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
材
木
の
塗
装

と
加
工
を
行
い
、
午
後
か

ら
は
古
い
屋
根
を
解
体
し

た
後
に
棟
木
を
取
り
付
け

ま
し
た
。
こ
の
日
の
作
業

は
こ
こ
で
終
了
。

　

翌
週
、
午
後
の
訓
練
時

間
を
使
っ
て
、
化
粧
垂
木

の
取
り
付
け
と
化
粧
裏
板

を
貼
り
付
け
て
い
く
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
時

間
ギ
リ
ギ
リ
で
完
成
と
な

り
ま
し
た
。

　

実
際
の
工
事
現
場
で
指

導
員
と
と
も
に
作
業
を
す

る
学
習
と
あ
っ
て
、
普
段

に
も
増
し
て
指
導
員
の
説

明
に
訓
練
生
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▶

 
全
て
が
勉
強
に

　【
防
府
・
竹
形
秀
志
（
大

工
・
₂₉
）】
こ
の
仕
事
は
現

場
の
経
験
が
も
の
を
い
う

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
１
つ
新
し
い
経
験
が

増
え
た
。
こ
の
経
験
を
今

後
に
も
活
か
し
て
生
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　【
長
門
・
河
野
文
哉
（
大

工
・
₂6
）】
細
工
の
方
法
な

ど
指
導
者
に
よ
っ
て
色
々

な
や
り
方
が
あ
り
、
勉
強

に
な
っ
た
。
今
回
教
わ
っ

た
こ
と
や
経
験
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
グ
し
て
自
分
の
も

の
に
し
た
い
。

　【
柳
井・山
内
亮（
大
工・

₂₁
）】
勉
強
に
も
な
り
楽

し
か
っ
た
。
い
つ
も
の
現

場
は
プ
レ
カ
ッ
ト
を
組
み

立
て
る
よ
う
な
こ
と
が
多

い
か
ら
、
材
料
を
自
分
で

刻
む
こ
と
が
い
い
経
験
に

な
っ
た
。

　

山
口
建
設
高
等
職
業
訓

練
校
で
は「
木
造
建
築
科
」

の
平
成
30
年
度
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
詳
細

は
所
属
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
対
象
／
建
設
（
大

工
）
を
職
業
と
し
て
い
る

方
で
技
能
習
得
に
意
欲
の

あ
る
方
。
男
女
は
問
い
ま

せ
ん
。
原
則
と
し
て
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
ま
た
は

本
人
が
「
一
人
親
方
等
の

特
別
加
入
」
の
労
災
保
険

加
入
者
。
そ
の
他
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
期
間
／
２
年
間

■
訓
練
日
程
／
月
４
～
５

回
（
平
成
30
年
度
入
学
生

は
毎
週
木
曜
日
）

■
特
典
／
２
年
間
の
訓
練

を
終
了
し
、
技
能
照
査
に

合
格
し
た
者
は
２
級
技
能

検
定
（
建
築
大
工
）
の
学

科
試
験
免
除
。
授
業
料
、

教
科
書
、
教
材
無
料
。
交

通
費
の
一
部
、
昼
食
支
給
。

■
締
切
／
３
月
中
旬

山口市
玄済寺 屋根工事実習へ

～山口建設高等職業訓練校～

〝
近
年
の
大
工
〞

塗
装
・
加
工
・
解
体
・
取
り
付
け
も

入
る
現
場

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
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運
動
方
針
を
決
定

魅
力
あ
る
建
設
産
業
に

仲間を増やすために知恵を出し合う

あいさつする新谷県議（左）

読まれる機関紙を

全国から1441人が参加して（10/25～27札幌市）

自分そして家族のために

健診 受けてますか

つくる喜び・子供たちへ
指導員にお礼でお菓子も

ものづくり体験フェア

主婦の会

意
見
交
換・今
後
も
連
携
深
め
て

交流会開く

全ての班で作成
～手書き新聞～

自民党県議との

教宣学習会

全建総連全国大会

▶

 
秋
本
さ
ん

　

建
設
山
口
技
能
士
会

と
し
て
、
毎
年
参
加
し

て
い
る
「
も
の
づ
く
り

体
験
フ
ェ
ア
」
が
11
月

12
日
、
山
口
市
の
維
新
百

年
記
念
公
園
内
の
山
口
県

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
協
議
を
重
ね
、

親
子
木
工
教
室
を
実
施
す

る
こ
と
を
確
認
。
ミ
ニ
イ

ス
・
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
・

本
立
て
の
３
種
類
を
合
計

70
セ
ッ
ト
準
備
。
今
回
も

本
部
技
術
対
策
担
当
役
員

が
中
心
と
な
り
、
指
導
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

開
場
前
か
ら
順
番
待
ち

の
列
が
出
来
る
な
ど
相
変

わ
ら
ず
好
評
で
、
休
む
暇

も
な
く
夕
方
ま
で
指
導
に

あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

指
導
員
が
参
加
者
の
子
ど

も
か
ら
御
礼
と
し
て
お
菓

子
を
も
ら
う
出
来
事
も
あ

り
、
指
導
員
・
参
加
者
双

方
が
楽
し
み
な
が
ら
の
体

験
フ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
も
の
を
つ
く
る
喜
び
」

「
木
の
良
さ
」
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
こ
の
取
組

は
、
今
後
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

11
月
8
～
9
日
、
第
30

回
主
婦
の
会
県
内
交
流
学

習
会
を
小
野
田
市
の
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
」
を
会
場
に
10
支
部
38

人
の
参
加
者
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
笑
っ
て
健
康
」
と
題

し
た
講
演
を
宇
部
市
西
光

寺
住
職
の
佐
々
木
真
人
氏

か
ら
受
け
ま
し
た
。
佐
々

木
氏
の
実
体
験
を
交
え
な

が
ら
お
話
を
聞
き
、
心
の

健
康
や
笑
う
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
理
解
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
講
演
の
内

容
に
つ
い
て
」
と
「
自
由

討
論
（
仲
間
を
増
や
す
た

め
の
工
夫
・
支
部
行
事
報

告
に
つ
い
て
）」
の
テ
ー

マ
で
分
散
会
を
実
施
。
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

翌
日
は
、
分
散
会
報
告

を
行
い
、
参
加
者
の
大
き

な
拍
手
で
確
認
。
野
外
研

修
と
し
て
、
江
汐
公
園
散

策
コ
ー
ス
に
て
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
。
6
つ

の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
公

園
内
に
設
置

さ
れ
た
ク
イ

ズ
を
解
き
な

が
ら
、
散
策

コ
ー
ス
を
周

り
、
気
持
ち

の
良
い
時
間

を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
地
域

建
設
業
の
再
生

等
を
目
的
と
し

た
山
口
県
へ
の

要
請
行
動
を
建

設
山
口
で
は
検

討
し
て
い
ま
す
。

党
・
山
口
県
議
会
議
員
の

方
々
と
11
月
28
日
に
山
口

市
の
「
ホ
テ
ル
か
め
福
」

で
意
見
交
流
会
を
は
じ
め

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
議
側
は
５
人
（
新
谷

和
彦
議
員
、
島
田
教
明
議

員
、
吉
田
充
宏
議
員
、
笠

本
俊
也
議
員
、
江
本
郁
夫

議
員
）。
建
設
山
口
か
ら

は
吉
村
執
行
委
員
長
を
は

じ
め
四
役
・
事
務
局
８
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
側
か
ら
、
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
が

引
き
上
が
っ
て
も
現
場
に

渡
っ
て
い
な
い
状
況
な
ど

を
訴
え
ま
し
た
。
県
議
側

か
ら
も
「
地
域
活
性
化
に

向
け
知
恵
を
出
し
て
欲
し

い
」
と
の
要
望
も
出
さ
れ
、

今
後
も
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
内
容

を
理
解
頂
く
た
め
、
自
民

　

教
育
宣
伝
部
で
は
、
読

ま
れ
る
新
聞
づ
く
り
を
目

指
し
、毎
年
、

学
習
会
を

開
催
し
て

い
ま
す
。
昨

年
は
11
月

12
～
13
日
、

「
周
南
市
徳

山
動
物
園
」

講
師
の
全

建
総
連
教

宣
部
・
谷
岡

直
樹
氏
か

ら
取
材
の

方
法
な
ど

の
講
義
を

受
け
、「
周

者
は
熱
心
に
ペ
ン
を
走
ら

せ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
班
ご
と
に

編
集
会
議
を
行
っ
た
後
、

手
書
き
新
聞
を
作
成
。
１

日
で
手
書
き
新
聞
、
パ
ソ

コ
ン
編
集
で
の
新
聞
作
成

と
い
う
厳
し
い
日
程
で
し

た
が
、
全
て
の
班
で
時
間

内
に
完
成
。
４
つ
の
手
書

き
新
聞
、
１
つ
の
パ
ソ
コ

ン
編
集
で
の
新
聞
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
徳

山
」
で
、
第
29
回
教
宣
学

習
会
を
10
支
部
17
人
の
参

加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

５
班
に
分
け
、初
日
は
、

南
市
徳
山
動
物
園
」と「
周

南
市
美
術
博
物
館
」
へ
取

材
。
動
物
園
の
飼
育
委
員

さ
ん
や
美
術
博
物
館
の
学

芸
員
さ
ん
の
説
明
に
参
加

　

全
建
総
連
第

58
回
定
期
大
会

が
10
月
25
～
27

日
、
北
海
道
札

幌
市
「
ニ
ト
リ

文
化
ホ
ー
ル
」

を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
、
全
国

か
ら
53
県
連
・

組
合
１
４
４
１

人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
は
「
組

織
増
勢
の
力
で

賃
金
・
労
働
条

件
を
改
善
し
、
若
者
に
魅

力
あ
ふ
れ
る
建
設
産
業
に

し
よ
う
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
１
日
目
に

経
過
報
告
・
会
計
報
告
を

承
認
し
、
２
日
目
に
は
分

科
会
で
熱
心
に
議
論
。
最

終
日
に
は
新
年
度
の
運
動

方
針
・
予
算
な
ど
を
全
体

の
大
き
な
拍
手
で
決
定
し

ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
吉
村

委
員
長
を
は
じ
め
代
表
20

人
が
参
加
。
今
大
会
で
は

選
挙
管
理
委
員
を
今
地
幾

太
郎
さ
ん
（
下
松
）
が
務

め
、
功
労
者
表
彰
は
秋
本

信
二
さ
ん
（
本
部
事
務
局

長
）
が
受
彰
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
三
浦
中

央
執
行
委
員
長
が
退
任
し
、

新
た
に
吉
田
中
央
執
行
委

員
長
を
選
出
。
中
央
執
行

委
員
と
し
て
、
建
設
山
口

か
ら
吉
村
執
行
委
員
長
、

小
林
書
記
長
の
２
人
が
建

設
山
口
の
代
表
と
し
て
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
中
建
国

保
の
健
康
診
査
事
業
は
、

全
て
の
組
合
員
と
20
歳
以

上
の
家
族
被
保
険
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
特
定

健
診
と
一
般
健
診
に
分
か

れ
ま
す
が
、
健
診
内
容
は

同
じ
で
す
。
健
診
内
容
は
、

①
基
本
健
診
②
胸
部
直
接

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
③
が
ん

検
診
を
セ
ッ
ト
に
し
て

１
万
５
０
０
円
ま
で
中
建

国
保
で
費
用
負
担
し
ま
す
。

　

中
建
国
保
山
口
県
支
部

と
（
公
財
）
山
口
県
予
防

保
健
協
会
で
交
わ
し
て
い

る
健
康
診
査
・
保
健
指
導

委
託
契
約
の
中
に
は
、
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
前
立

腺
が
ん
検
診（
血
液
検
査
・

検
査
料
２
千
円
は
希
望
す

ま
す
。「
早
期
に
病
気
が

み
つ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
の
声
も
多
数
あ
り
、
健

診
を
き
っ
か
け
に
生
活
習

慣
病
の
改
善
に
取
り
組
む

診
勧
奨
の
御
案
内
を
す

る
取
組
も
行
っ
て
い
ま

す
。
案
内
の
届
い
た
方

は
必
ず
受
診
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

自
分
の
た
め
、
そ
し

て
家
族
の
た
め
に
病
気

は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
病
気

が
早
期
発
見
で
き
て
、

喜
び
の
声
も
多
数
、
本

部
に
は
届
い
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
入
り
の
出
張

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

る
受
診
者
負
担
）
の
他
の

部
位
の
が
ん
検
診
な
ど
の

項
目
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
標
実
施
率

は
、
健
康
診
査
70
％
、
保

健
指
導
30
％
と
定
め
て
い

方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
だ
特
定
健
診

（
40
歳
以
上
の
被
保
険
者

が
対
象
）
を
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
に
対
し
て
、
山

口
県
支
部
か
ら
直
接
、
受

早
期
発
見
・
治
療
を

▶
毎
年
好
評
の
親
子
木

工
教
室
︵
11
／
12
︶

心の健康も学ぶ

分散会で意見交換
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た
ち
は
雪
山
を
楽
し
む

山
と
し
て
２
月
に
な
る

と
よ
く
登
り
ま
し
た
。

　

高
尻
登
山
口
に
車
を

止
め
、
林
道
を
30
分
歩

く
と
左
側
に
登
山
口
の

標
識
が
あ
る
。
地
道
は

し
ば
ら
く
階
段
を
登
る

と
、
こ
の
辺
り
の
コ
ナ

ラ
の
木
に
ヤ
ド
リ
ギ
が

寄
生
し
て
い
る
。
ヤ
ド

リ
ギ
の
赤
い
実
は
甘

酸
っ
ぱ
く
、
小
鳥
た
ち

の
冬
の
餌
と
な
る
。
粘

液
に
包
ま
れ
た
実
は
鳥

た
ち
の
嘴
に
く
っ
つ
き

周
囲
の
枝
に
運
ば
れ
る
。

　

６
合
目
避
難
小
屋
は

 

西
中
国
山
地
の
島
根

県
に
位
置
す
る
安
蔵
寺

山
（
１
２
６
３
Ｍ
）
は

特
徴
あ
る
大
き
な
山
体

で
、
ど
こ
か
ら
見
て
も

判
り
易
い
山
で
す
。
私

入
口
が
雪
で
埋
も
れ
、

ト
タ
ン
屋
根
の
上
に
も

雪
が
積
も
り
ひ
っ
そ
り

と
建
っ
て
い
た
。
木
立

に
背
が
低
く
な
る
と
視

界
が
一
気
に
開
け
、
熊

笹
帯
の
上
に
新
雪
が
積

も
り
気
持
ち
の
良
い
展

望
場
所
、
山
頂
は
も
う

す
ぐ
だ
。

 

歩
き
始
め
て
約
２
時

間
、
今
回
も
誰
も
歩
い

て
い
な
い
の
で
踏
跡
は

ウ
サ
ギ
と
キ
ツ
ネ
で
あ

ろ
う
痕
跡
だ
け
に
生
命

を
感
じ
る
。
積
雪
は
80

㎝
程
度
か
？
２
月
に
な

れ
ば
雪
も
固
ま
り
腰
ま

で
は
埋
も
れ
な
い
。
私

た
ち
の
ト
レ
ー
ス
だ
け

が
白
い
雪
面
に
落
書
き

の
よ
う
に
残
る
。

　

山
頂
の
展
望
も
期
待

で
き
る
山
な
の
で
、
春

か
ら
秋
の
シ
ー
ズ
ン
は

天
気
さ
え
良
け
れ
ば
ハ

イ
カ
ー
の
姿
が
多
い
。

冬
の
山
頂
は
静
か
だ
が
、

雪
景
色
の
西
中
国
山
地

群
は
我
慢
し
な
が
ら
華

や
い
で
い
る
よ
う
だ
。

　

冬
山
は
緊
張
感
と
判

断
力
が
試
さ
れ
る
。
春

山
や
秋
山
に
何
度
も
登

り
、
ル
ー
ト
を
外
れ
な

い
よ
う
安
全
に
楽
し
ん

で
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
雪
山
の
美
し
さ

は
き
っ
と
心
に
残
る
で

し
ょ
う
。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

雪の山頂にて

春風亭正朝さんと抽選会当選者の方々

本部に集められたハガキ

今では家族の一員に

一
般
の
方
も
交
え

独
自
色
の
式
典
を
開
催

ハガキ要請行動
全支部で
目標達成

５年連続増加へ
さらなる拡大を

　何回か猫を飼ったことがありますが、初めての家猫
です。捨て猫を育て ２ 年 ４ か月。すっかり家のアイド
ルになり、家族同様です。
　220ｇの手のひらに載るような小さな猫だったけど、
猫ミルクを猫哺乳瓶で、出掛けていても夜中でも ４ 時
間おきに与え、すっかり大きくなり今は体重も6.8㎏。
　家族の足音で見極めてお出迎えもし、癒しになって
います。
　いつまでも元気でいてね。

支部 平成29年11月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 70 − 7
阿　武 0 − 24
岩　国 1,760 45
宇　部 1,659 23
小野田 578 14
吉　南 1,003 17
下　松 1,110 76
熊毛南 258 − 10
下　関 1,232 − 40
徳　山 765 15
豊　浦 178 6
長　門 185 − 7
萩 203 14
光 249 0
防　府 917 10
美　祢 174 − 4
山　口 1,084 43
柳　井 433 23

計 11,858人 194

久光　義秋（光・大工 68）

安蔵寺山
（島根県益田市、旧匹見町）

　【
防
府
・
馬
越
直
二

郎
（
電
工
46
）】
平
成

29
年
10
月
15
日
（
日
）

14
時
よ
り
、
建
設
山
口

防
府
支
部
設
立
50
周
年
記

念
式
典
「
落
語
会
」
を
デ

ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
防
府
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

曽
我
支
部
長
が
「
み
な

さ
ま
の
お
か
げ
で
支
部
設

立
50
年
が
あ
る
。
職
人
不

足
の
現
状
を
打
開
す
べ
く

１
０
０
周
年
に
向
け
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
代
表
あ
い

さ
つ
し
、
吉
村
本
部
執
行

委
員
長
や
来
賓
の
島
田
教

明
県
議
、
村
松
学
市
議
会

議
長
も
祝
辞
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

防
府
市
出
身
の
春
風
亭

正
朝
さ
ん
の
演
舞
、
ブ
ラ

ス
・
エ
ス
プ
レ
ッ
シ
ー
ボ

の
管
楽
器
の
癒
し
の
演
奏

の
あ
と
、
正
朝
さ
ん
の
落

語
２
席
目
を
披
露
、
地
元

に
ち
な
ん
だ
小
話
も
交
え
、

会
場
の
笑
い
を
誘
い
、
最

後
に
大
抽
選
会
を
行
い
盛

り
上
が
っ
て
閉
演
と
な
り

ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
で
来
場
し
た

組
合
員
の
田
村
達
男
さ
ん

は
「
初
め
て
生
の
落
語
が

見
ら
れ
、
と
て
も
楽
し
め

た
。
組
合
活
動
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い
」
と
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
を
行
う
に
あ
た
り
、

毎
月
の
役
員
会
議
に
て
何

度
も
検
討
し
「
防
府
支
部

ら
し
い
式
典
に
し
た
い
」

と
曽
我
支
部
長
の
願
い
も

あ
り
、
落
語
会
と
い
う
形

を
と
り
ま
し
た
。
組
合
員

だ
け
で
な
く
一
般
の
方
も

入
場
無
料
と
し
、
建
設
山

口
の
宣
伝
に
も
な
り
、
防

府
支
部
ら
し
い
式
典
が
行

え
た
と
思
い
ま
す
。

　

国
保
組
合
の
補
助
金
確

保
に
お
け
る
「
現
行
水
準

の
確
保
を
求
め
た
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
」
は
、
全
建
総

連
傘
下
の
全
組
合
員
が
一

斉
に
取
り
組
む
運
動
で
、

夏
と
秋
の
年
２
回
行
わ
れ

ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
は

じ
め
と
す
る
補
助
金
確
保

の
運
動
を
続
け
る
の
は
、

次
の
年
の
国
保
組
合
の
安

定
運
営
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て

私
た
ち
の
国
保
組
合
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

　

写
真
の「
ハ
ガ
キ
の
山
」

は
、
昨
年
の
９
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
取
り
組
ま
れ

た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
成

果
で
す
。

　

本
部
に
集
め
ら
れ
た
ハ

ガ
キ
は
２
万
７
２
６
６
枚

に
な
り
、
全
支
部
で
組
織

人
員
の
２
倍
の
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
お
よ
び
家
族
の

皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
国
保
組
合
を

守
る
た
め
、
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
に
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
て

思
う
こ
と

　
　

光　

平
田　

邦
子

　
　
　
　
　
　
（
主　

婦
）

　

今
年
こ
そ
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
成
功
さ
せ
る
。
今
ま

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
長
続
き
し

た
こ
と
が
な
い
。
一
番
長

か
っ
た
の
が
約
３
ヶ
月
。

１
日
休
む
つ
も
り
が
ズ
ル

ズ
ル
と
。
気
が
付
い
た
ら

あ
っ
と
い
う
間
に
一
週
間
、

10
日
と
過
ぎ
て
い
る
。

　

何
と
か
成
功
さ
せ
た
い
。

長
続
き
さ
せ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。

や
っ
ぱ
り
「
や
る
気
」
か

な
。

　

今
年
こ
そ
頑
張
ろ
う
！

長
男
が
誕
生

成
長
が
楽
し
み

　
　

豊
浦　

古
川　

博
之

　

11
月
に
長
男
が
生
ま
れ
、

家
族
が
増
え
て
賑
や
か
に
。

こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し

み
で
す
。
仕
事
も
忙
し
い

毎
日
が
過
ご
せ
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

息
子
と
一
緒
に

仕
事
を
頑
張
っ
て
い
ま
す

　
　

山
口　

百
合　

静
雄

　

す
で
に
70
才
を
越
え
ま

し
た
が
、
ま
だ
息
子
と
一

緒
に
体
の
動
く
ま
で
働
け

た
ら
と
思
い
つ
つ
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

建
設
山
口
の
組
織
人
数

は
昨
年
の
11
月
末
現
在
、

右
表
の
と
お
り
、
１
万

１
８
５
７
人
と
な
り
ま
し

た
。
４
月
か
ら
の
組
合
加

入
者
は
９
４
３
人
、
組
合

脱
退
者
は
７
４
９
人
と
な

り
、
実
質
１
９
４
人
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
残
す
と
こ
ろ

４
ヶ
月
で
す
が
、
こ
の
ま

ま
推
移
し
て
い
け
ば
、
５

年
連
続
の
組
合
員
数
の
増

加
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

支
部
別
で
は
、
17
支
部

中
11
支
部
で
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
月
別
に
み

て
も
４
月
を
除
く
月
は
全

て
増
加
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
順
調

に
拡
大
が
進
ん
で
い
る
と

い
え
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
見
て

も
組
合
員
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
将
来
的

に
み
る
と
、
建
設
就
業
者

数
は
こ
れ
か
ら
先
大
幅
に

減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
若
年
層
は
大
幅
に
減

少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
業
界
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
決
し
て
明
る
い
と

は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
、「
数
は
大
き
な
力
」

と
な
り
、
大
き
く
前
進
し
、

そ
の
こ
と
は
「
組
合
員
一

人
ひ
と
り
の
生
活
を
守

る
」
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

ま
わ
り
に
組
合
未
加
入

の
同
業
者
の
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
組
織

拡
大
に
向
け
、
よ
り
一
層

の
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

吉南支部 浅川　れい子 さん

愛 

猫
タマ
ちゃん

防府支部
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長門　藤田　裕政
（大工・58）

長
門
お
も
ち
ゃ

　
　
　

 

美
術
館

藤田さん

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
並
べ
変

え
て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
大
豆
を
ひ
い
た
黄
色
い

粉
。
○
○
○
モ
チ
。

③
職
人
の
頭
。

⑥
荷
物
を
持
っ
て
く
れ
ま

す
。
○
○
ボ
ー
イ

⑧
今
年
初
め
て
お
参
り
に

い
き
ま
す
。

⑪
人
の
欠
点
。
○
○
を
さ

が
す
。

⑫
じ
～
ん
せ
い
○
○
あ

り
ゃ
苦
も
あ
る
さ
～
。

⑬
お
し
ゃ
べ
り
。
○
○
○

番
組
。

⑭
よ
く
跳
ね
、
よ
く
泳
ぎ

鳴
く
も
の
も
い
ま
す
。

⑯
火
の
元
に
は
十
分
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑰
家
族
が
集
ま
っ
て
く
つ

ろ
ぐ
場
所
で
す
。

⑲
物
を
入
れ
て
お
く
、
入

れ
物
。

⑳
簡
単
で
は
な
い
。
○
○

○
○
○
○
で
は
い
か
な

い
。

㉓
液
体
を
こ
す
紙
。

㉔
変
革
の
意
味
を
持
つ
。

明
治
○
○
○
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
昔
の
Ｐ
Ｌ
コ
ン
ビ
。
ク

ワ
タ
マ
ス
ミ
と
？

②
雪
が
降
れ
ば
○
○
○
と

犬
は
喜
び
ま
す
。

④
物
事
の
絶
頂
時
。
こ
の

試
合
最
大
の
○
○
。

⑤
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
。
最
高

10
億
円
。

⑦
ド
イ
ツ
の
高
速
道
路
。

　

○
○
○
バ
ー
ン
。

⑨
デ
ス
ク
を
日
本
語
で
。

⑩
日
時
を
決
め
て
、
相
手

に
会
う
こ
と
。
両
方
ウ

キ
ウ
キ
か
な
。

⑮
陸
上
界
の
元
ス
タ
ー
。

カ
ー
ル
・
○
○
○
。

⑯
○
○
・
現
在
・
未
来
。

⑱
性
質
や
行
い
が
誠
実
で

あ
る
。
○
○
○
な
人
。

⑲
常
夏
の
島
。

㉑
さ
す
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん

○
○
の
功
だ
ね
。

㉒
得

↔

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
２
月
10
日
（
当
日
印
有

効
）
ま
で
「
や
ま
ぐ
ち
パ

ズ
ル
係
」
に
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
10
人
の
方
に
ク
オ

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま

す
。
解
答
の
ハ
ガ
キ
に

は
、
住
所
、
氏
名
、
職
種
、

支
部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、

あ
な
た
の
仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
短
い
文
章
を
書

　
愛
車
、
愛
妻
、
愛
娘
、

愛
犬
・
・
・
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
「
愛
○
」
の
○
に
は

色
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
、「
愛
○
」
の

○
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
写
真

を
建
設
山
口
教
宣
部
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
投

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

愛
○
の
原
稿
募
集

　今年 ４ 月、わが町・仙崎
にオープン予定の木育推進拠
点施設「長門おもちゃ美術館」。
　木を使った子育て環境を整え、
長門市産の木材を活用して「木育」に
取り組む拠点施設がいよいよ道の駅・
センザキッチン敷地内にオープンする
運びです。
　以前から、この事業を耳にするたび
に孫にも何か木のおもちゃを作ってや
れないかと頭の片隅にずっとあり、先
月思い切って糸ノコ盤を購入しまし
た。
　きっかけは、昨年の11月に行われた

教宣学習会です。引き受け
の徳山支部・徳原栄治さんが

会場に持参された自作の木のお
もちゃを見て「これだっ」と思った

んですね。それから、頂いた見本を見
て何種類か作ってはみるのですが、 ₃
歳と ₁ 歳の孫 ２ 人には、私の作品の出
来が悪いのか、まだまだ興味を示して
もらえません。
　今はまだ ４ 月のグランドオープンに
は間に合わないかもしれませんが、い
つの日か私の作品が「長門おもちゃ美
術館」に展示される日を夢見て、糸ノ
コ盤のスイッチを入れる毎日です。

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに

き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
282
号
解
答
◇

　

ナ
ガ
デ
ン
ワ

︿
当
選
者
﹀︻
吉
南
︼
田
中

悟
・
田
中
房
子
・
松
田

豊
︻
下
松
︼
合
田
利
明
・

三
浦
清
隆
︻
熊
毛
南
︼
大

峯
綾
︻
下
関
︼
小
山
美
枝
・

肌
野
友
之
・
中
村
政
信

︻
長
門
︼
玉
江
充
子

（
応
募
総
数
39
）

作・斉藤達夫

干支のはなし
え　と

シ
ー
ッ

そ
れ
を
い
う
て
は

い
か
ん
の
じ
ゃ

え
っ

ま
ず
か
っ
た
？

み
て
み
い

正
月
早
々

無
言
の
抗
議

・・・・・・

ど
う
じ
ゃ

十
二
支
全
部

言
え
る
か
の

ウ
〜
ン

ね
え
、う
し
、

と
ら
、た
つ
、み
い
…

子
、丑
、寅
、卯
、

辰
、巳
、午
、未
、

申
、酉
、戌
、亥
じ
ゃ

そ
う
い
え
ば

犬
も
ね
ず
み
も

あ
る
の
に

猫
年
は
な
い
わ
ね
ぇ

  

ね
　
　
う
し
　 

と
ら
　  

う

 

た
つ 

　 

み
　
　
う
ま
　
ひ
つ
じ

 

さ
る
　 

と
り
　  

い
ぬ  

　
い

道の駅　長門峡
住　　所：山口市阿東生雲東分47番1
電　　話：083-955-0777
営業時間：あとうの恵み 　９：30～18：00
　　　　　食事処 長門峡  10：00～15：00
定 休 日：毎月第２火曜日

１年を通して四季折々のイベントを開催

地
元
食
材
を
提
供

オ
ー
プ
ン
か
ら
20
周
年

　【
阿
東
・
折
口
大
介
（
内

装
・
4₀
）】
今
か
ら
20
年
前

に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の

駅
・
長
門
峡
は
国
道
９
号

線
に
面
し
て
お
り
、
県
立

自
然
公
園
、
名
勝
長
門
峡

の
玄
関
口
に
あ
り
ま
す
。

　

道
の
駅
・
長
門
峡
は
情

報
案
内
コ
ー
ナ
ー
・
ふ
る

さ
と
産
品
直
売
所
「
あ
と

う
の
恵
み
」・
食
事
処
「
長

門
峡
」
の
３
つ
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
産

品
直
売
所
「
あ
と
う
の
恵

み
」
で
は
り
ん
ご
を
使
っ

た
商
品
と
し
て
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
・
ア
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
、

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
、
り
ん

ご
ジ
ャ
ム
等
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
阿
東
和
牛
が
看
板

商
品
で
い
ろ
い
ろ
な
部
位

が
あ
り
、
お
手
頃
な
も
の

か
ら
、
こ
れ
ぞ
と
い
う
時

用
に
良
い
お
肉
も
扱
っ
て

い
ま
す
。
地
元
産
の
あ
と

う
米
も
扱
っ
て
お
り
、
一

回
の
買
い
物
で
ご
飯
と
す

き
焼
き
、
焼
肉
な
ど
の
準

備
も
出
来
て
し
ま
い
ま
す
。

　

食
事
処「
長
門
峡
」で
は
、

地
元
で
採
れ
た
あ
と
う
米

や
野
菜
を
使
っ
た
料
理
や

あ
と
う
牛
を
使
っ
た
す
き

焼
き
、
ス
テ
ー
キ
な
ど
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

併
設
す
る
「
ふ
れ
あ
い

市
」
で
は
、
地
元
農
家
の

み
な
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

作
ら
れ
た
季
節
の
野
菜
が

勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
方
か
ら
観
光
客

の
方
ま
で
た
く
さ
ん
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

E

A

C

D

B

1

8

12

14

20

23

9

21

2

6

15

17

7

13

18

3

10

4

19

24

11

16

5

22
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賃
金
引
上
げ
も

全
国
の
仲
間
と
共
に

経
験
背
景
に

組
合
と
し
て

地
域
に

根
ざ
す

小野田支部

数は力。熱気あふれる会場（手前は建設山口の仲間）

私たちの要求実現のために

桝屋敬悟衆議院議員にも継続して

熊本の応急仮設現場に参加する建設山口の仲間

初選出の高村正大衆議院議員（左から３番目）と

　
東
京
・
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
で
全
建
総
連
主
催

﹁
₁₁
・
₂₂
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央
総

決
起
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
、
全
国
₄₉
県
連
・
組
合
か

ら
₃
₇
₄
₀
人
が
集
結
。
建
設
山
口
か
ら
は
吉
村
委

員
長
を
先
頭
に
、
₁₆
人
が
参
加
。
予
算
獲
得
を
目
指

し
、
全
国
の
仲
間
と
奮
闘
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
12
時
30
分
に
開

会
。
議
長
を
建
設
山
口
の

今
地
副
委
員
長
が
担
当
し

ま
し
た
。
は
じ
め
に
主
催

者
を
代
表
し
、
吉
田
中
央

執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。

各
省
庁
へ
の
要
請
団
決
意

表
明
の
あ
と
、
来
賓
あ
い

さ
つ
と
し
て
各
政
党
の
代

表
か
ら
激
励
の
言
葉
を
受

け
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
の
勝
野
書
記

長
か
ら
は
「
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
が
５
年
連
続

引
き
あ
が
っ
て
も
、
現
場

に
届
い
て
い
な
い
。
予
算

要
求
を
全
力
で
行
い
、
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
も
目

指
そ
う
」
と
基
調
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
の
あ
と
、
決

議
案
を
採
択
。
最
後
に
参

加
者
全
員
で
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
を
行
い
、
東
京

駅
ま
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
午
前
中
は
、
２

班
に
わ
か
れ
て
地
元
選
出

の
国
会
議
員
（
９
人
）
へ

の
要
請
行
動
も
実
施
。
高

村
正
大
衆
議
院
議
員
、
桝

屋
敬
悟
衆
議
院
議
員
に
は

直
接
面
会
し
、
そ
の
必
要

性
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

要
求
実
現
の
た
め
に
は

予
算
確
保
は
必
要
不
可
欠

で
す
。
今
年
も
建
設
山
口

は
全
国
の
仲
間
と
団
結
し

て
、
予
算
要
求
運
動
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　【
小
野
田
・
青
木
保

（
大
工
・
₇₂
）】
小
野
田

支
部
で
は
、
山
陽
小
野

田
市
と
昨
年
11
月
20
日
に

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
支
援
活
動
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
避

難
所
で
の
間
仕
切
り
な
ど

の
設
置
、
避
難
所
や
市
営

住
宅
の
軽
微
な
補
修
な
ど

を
支
援
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
支
援
活
動
の
中
に

は
、
住
宅
修
理
相
談
や
市

が
必
要
と
す
る
応
急
・
復

旧
作
業
等
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

小
野
田
支
部
が
こ
の
協

定
締
結
に
動
い
た
の
は
、

建
設
山
口
本
部
が
山
口
県

と
災
害
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
加
え
、
平
成
22
年

の
厚
狭
川
豪
雨
災
害
の
時

に
は
協
定
を
結
ん
で
お
ら

ず
、
動
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
経
験
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
小
野
田

支
部
か
ら
中
野
副
支
部
長

と
齊
藤
会
計
、
市
か
ら
古

川
副
市
長
と
芳
司
（
ほ
う

じ
）
総
務
部
長
に
も
同
席

し
て
い
た
だ
き
、
藤
田
市

長
と
直
接
、
協
定
書
を
交

わ
す
こ
と
が
出
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
に
根
ざ
す

組
合
と
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
各
地
域
で
も
災
害
協

定
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
各
地
で
大
地
震

が
発
生
し
、
ま
た
豪
雨
災

害
な
ど
の
自
然
災
害
も
多

発
し
て
い
ま
す
。
山
口
県

内
に
も
、「
大
竹
断
層
」「
菊

川
断
層
」
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
想
定
さ
れ
る
被
害
状

況
は
、
熊
本
地
震
を
上
回

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
な
ど
、
災
害
が
起

こ
っ
た
際
、
建
設
職
人
の

人
力
は
必
要
で
す
。
建
設

山
口
は
そ
の
役
割
を
担
う

た
め
、
山
口
県
と
災
害
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
災
害
時
に
協
力

頂
け
る
登
録
事
業
者
を
募

集
中
で
す
（
平
成
29
年
12

月
時
点
・
３
６
４
事
業
所

が
登
録
）。
組
合
員
の
み

な
さ
ん
の
登
録
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

所
属
の
支
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

全力で

地元国会議員へも要請

災害時の登録事業者募集

詳
細
は
各
支
部
へ

山陽小野田市と災害協定へ 厚狭川
豪雨

11/20山陽小野田市役所での調印式。左から齊藤会計、中野副支部長、
青木支部長（建設山口）、藤田市長、古川副市長、芳司総務部長。


